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「協創力」を育む象徴に

城西大学

学長　藤野　陽三
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城 西 大 学
坂戸キャンパス 号館「ＪＯＳＡＩ　ＨＵＢ」　完成

（６）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　９月２０日　（水曜日）

　城西大学坂戸キャンパスで建設を進めてきた号館「ＪＯ
ＳＡＩ　ＨＵＢ」が完成しました。７階建ての建物は、
年４月に講義室、研究室、実験室エリアが先行オープンして
いましたが、１階のラウンジや外構を含めた全ての工事が完
了して今回、グランドオープンとなります。
　年に開設した坂戸キャンパスでは、老朽化した建物の
再整備計画が進行中です。創立周年事業として水田三喜男
記念館と新薬学部棟が年３月に、水田記念図書館の東側に
薬学部の実習室などを備えた号館が年３月に完成してお
ります。

　新しい大学の顔となる号館内の教室は全てガラス張りの
オープンな空間となっています。教室以外に１階から７階ま
で約席が設けられ、学生が気兼ねなく自由に交流できる
場にもなっています。女性設計者が手掛けた丸みを帯びた施
設は、女子学生の感性にもマッチしているようで、先行オー
プン以降、授業の後も学内にとどまる姿が目立つようになり
ました。
　主に経済学部、理学部の学生が学ぶ施設ですが、他学部を
含む学生同士が出会い、コミュニケーションを醸成する場に
もなると期待しています。年に学長に就任した際に掲げた
「協創力」を育む象徴として新たに完成したＪＯＳＡＩ　Ｈ
ＵＢが長く使われていくことを願っています。整備を担当し
た設計者、施工者にはコロナ禍の厳しい状況の中、素晴らし
い施設を仕上げていただいたことに感謝申し上げます。
　坂戸キャンパスでは今後、老朽化した建物を取り壊し、新
たな施設をつなぐ屋根付きの回廊を整備します。雨天時も学
生がぬれずに建物を行き来できるようにして、周年を機に
スタートした再整備事業が年８月に完了する予定です。
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　号館は、広大な敷地の中で正門に面した位置に建つ、
坂戸キャンパスの顔となる建物です。開校以来年間継
承されてきたけやき並木をはじめとする豊かな緑と、
人以上が学ぶいきいきとした学生の姿そのものを大学
の顔にしたいと考えました。
　講義室や研究室を上階に持ち上げ、地上階に、大きな
庇（ひさし）の下のひとつながりの空間「ＪＯＳＡＩ　
ＨＵＢ」を提案しました。全ての学生・教職員が、正門
から「ＪＯＳＡＩ　ＨＵＢ」を通り抜けてそれぞれの棟
にアクセスできるような交差点とし、ラウンジ、カフェ、
セルフスタディエリア、プレゼンテーションエリアなど、
多様な学びや交流の時間を過ごすことができる居場所を
設けました。さまざまな居場所がゆるやかにつながり、
屋内外が連続する、広場のような空間です。

　講義室や研究室のある上層階は、少しずつずらした吹
き抜けと階段を介して上下階をつなぐことで、学部を超
えた交流を促します。また、ＪＯＳＡＩ　ＨＵＢの屋上
を活用した広いテラスや、正門前の屋外空間と連続した
屋根下のテラス、中庭など、学生の活動の場となる屋外
空間づくりも意識し、豊かな自然の中のキャンパスの魅
力を最大限引き出しました。
　屋内・屋外共に、学生のアクティビティが見えるよう
にすることにこだわりました。活動が見えることで、互
いに刺激し合い、更に促すことができます。交流の連鎖
をキャンパス全体に広げていくきっかけとして、号館
があります。多様な人がいる城西大学の魅力を感じられ
るキャンパスづくりに貢献できたことをうれしく思いま
す。
　日建設計　設計グループ

アソシエイトアーキテクト　長尾美菜未

建物内のさまざまな場所で共に学び交流できる（城西大学提供）

■工事名称：城西大学坂戸キャンパス（仮称）号館新築工事
■建設場所：埼玉県坂戸市けやき台１－１
■建　築　主：学校法人城西大学
■建築用途：学校、守衛所
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：学校，．㎡、守衛所．㎡
■延床面積：学校，．㎡、守衛所．㎡
■構造規模：ＲＣ造７階塔屋１階建て
■設計監理：株式会社日建設計
■施　　工：清水建設株式会社東京支店埼玉営業所
■工　　期：年６月１日～年７月日

　
東
武
越
生
線
の
川
角
駅
か
ら
徒

歩

分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
坂
戸

キ

ン
パ
ス
入
口
を
入

て
す
ぐ

の
場
所
で
工
事
が
行
わ
れ
た


　
﹁
キ

ン
パ
ス
の
顔
と
な
る
施

設
で
あ
る
こ
と
を
作
業
員
全
員
に

伝
え

大
学
や
設
計
者
に
も
満
足

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

高
品
質

で

き
れ
い
な
建
物
と
な
る
よ
う

丁
寧
な
も
の
づ
く
り
を
行

て
い

こ
う
﹂

清
水
建
設
の
福
井
邦
宜

所
長
は

右
記
の
方
針
で
施
工
に

当
た

た


　
建
物
に
は
全
体
的
に
丸
み
を
帯

び
た
特
徴
的
な
意
匠
が
採
用
さ
れ

た

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に


例
え
ば
内
部
階
段
に
工
場
製
作
の

プ
レ
キ

ス
ト
︵
Ｐ
Ｃ
ａ
︶
部
材

を
用
い
る
な
ど
の
工
夫
を
取
り
入

れ
た

ま
た
昨
今
の
労
務
不
足
に

対
応
し

鉄
筋
先
組
工
法
に
よ


て
作
業
の
平
準
化
を
図
る
な
ど
効

率
的
な
施
工
に
も
腐
心
し
た


　
２
０
２
０
年
６
月
の
着
工
時


新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
期
と
重

な

た
こ
と
も
あ
り
﹁
現
場
か
ら

感
染
者
を
出
し
て
大
学
の
運
営
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
﹂
と

現
場
従
事
者
の
行
動
制
限
や
体
調

管
理
な
ど
を
徹
底

夏
場
の
作
業

で
は
熱
中
症
対
策
に
も
万
全
を
期

し

ピ

ク
時
に
３
０
０
人
ほ
ど

が
入
場
し
た
現
場
か
ら
ク
ラ
ス
タ


を
発
生
さ
せ
ず

熱
中
症
被
害

を
出
す
こ
と
も
な
か

た


　
現
場
を
覆

た
仮
囲
い
に
つ
い

て
は
﹁
大
学
の
特
色
あ
る
駅
伝
部

の
活
動
の
お
知
ら
せ
に
活
用
い
た

だ
き
ま
し
た
﹂
な
ど

工
事
中
も

通
常
運
営
す
る
大
学
の
活
動
に
貢

献
し
た
と
い
う


　
設
計
意
図
を
か
な
え
る
た
め
に

数
多
く
の
議
論
と
試
作

作
図
修

正
を
繰
り
返
し

で
き
る
だ
け
こ

ま
め
に
検
査
を
行
う
こ
と
で
間
違

い
が
速
や
か
に
是
正
さ
れ
る
体
制

で
臨
ん
だ
今
回
の
施
工

３
年
数

カ
月
の
工
期
を
経
て
完
成
し
た
建

物
を
前
に
福
井
所
長
は
﹁
協
力
し

た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
立
派
な
建

物
が
で
き
ま
し
た
﹂
と

無
事
に

工
事
が
終
え
ら
れ
た
こ
と
に
胸
を

な
で
下
ろ
す


　
城
西
大
学
の
坂
戸
キ

ン

パ
ス
︵
埼
玉
県
坂
戸
市
︶
で

新
築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き

た

号
館
が
完
成
し
た



日
に
竣
工
式
が
開
催
さ
れ

る

キ

ン
パ
ス
正
面
に
面

し
た
建
物
を
通
り
抜
け
て
各

棟
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ハ
ブ

機
能
を
併
せ
持
つ
こ
と
か
ら

﹁
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
　
Ｈ
Ｕ
Ｂ
﹂

と
呼
ぶ

学
生
同
士
が
交
流

す
る
場
に
も
な
る

２
０
２

０
年
６
月
か
ら
２
期
に
分
け

て
工
事
が
行
わ
れ

設
計
を

日
建
設
計

施
工
を
清
水
建

設
が
担
当
し
た


号館を中心とするキャンパス全体像（城西大学提供）
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